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本i，:；j（ま惰者の考えがまとまって困かれたものではな

い。まさにそれとは反対に，香湘滞在中，研究の方法に

ういて持ちはじめた疑間が，伍Iの解決も見出されず，頭

(/）中をかけめぐっている状態を，そのまぷI~いたものに

十ぎない。；it労の御教臥iiを仰げれば幸いである。

あるめぐり合い

「‘竹を埋める伐悟までされて，一家そろって北京にお

帰りになったのに，どうしてまた香泄へ出て来られたん

ですか」。

Y氏「先方のやり方が，初め想像し•こいたことより，

齢ちがったもり）であ・ったからです」I,)

「たとえば・・....J 

Y氏「北京到沿後放力月も，何も仕事がかえられず，

ホテルにぽんやりしていたり，あら：： 1砂兵歩いていた

だけ。やっと {f:••lI：をするようになったかと思うと，わた

くしが数学をJ、1J・・攻しているI紺係からか，小学校教有もほ

とんど受けていないような党0)幹部に， 2, :1カ月で数
A..，． 
ゅ陥礎を叩さ込んでくれといってやってくる。わた＜

し0)ような社』モニオならまだしも，科学院の打名な教授ま

でが同じことをさせられる。こんな雑Jilをおしつけられ

た1うまった <j|；能率ですよ」。

ここで，文化，科学の大衆化という中共の方針からし

てこのやり方は当然であること．・革命迎動に長く従？！几し

ていて疋式の教育を受けてないことがlHJ!Uiとなるのでは

なく，むしろそれより学密の紘ぶが大切であることなど

m•砂諷が，二，三述べられたが， i年に直接関係が
たいので省略する。

Y氏「第一無茶ですよ，何も科学の知識(J)ない＇）碑部

が科学行政を牛耳る。給料も硲い。党瓶(j)•長さが，科学
行政の決定権にまで大きく！i環してくるのでは，科学は

応 tよいですよ」。

疇には「先紅後専」という原語があり，まず、思認

進歩性が要求される：：ともし科学行致に党の釦廷：位

があれば，・＇を加・ま重大で，中共自身＇常に啓告を発してい

ることなど慈見の交換があったがこれも内容を省く。

Y夫人「その上就I~災したい場所でも，あららでは自由

でないのJ:。以iiijアメリカの大学にいたときは，給料が

1 1)年いくら，（i：I年間という形で契約がなされたのに，

北）；は心，言われた所へ就戦する以外に方法がないし，

給料の良し悪しも隈択できない。 Il‘蒋I-I甜i舌は苦しくて，

ちょうどわたくしたちが行ってから 2カ月くらいして状

痕しま應くなる。）佑•こは買いたいものがあっても何もかも

而給券，陀給券で1:IIll：こ買えない。それに佼ぺて，香糀

は買いたいものは何でもあるし，就戦知ま好きなように

速べるし……」。

これに対して中［玉）の採っている労i{1}政漿や貨金政策が

説明されたの虹

「生活が苦しいというの（ま，近代化途lこにある社会で

はごくあたり ilijで，ぼく自身I:1本で1iilじような経験をし

ています。たとえば，故祁は l:l木())あるl.ll村でしたが，

子供9)ころ，戦II炉ドであったためかもしれませんが，牛

乳や卵など糾気のとさ•以外には 1.:Jがくれなかったことを

おぽえています。風邪をひくと砂納褐といって，沸脱し

た紺易に砂絣を入れて，のどを焼くようにして飲む。・目・

ってみ加：f, 牛乳•⑲|；や砂油湯，という 0)は．ぼくの山

l寸て？tt,；e(l）ころ薬扱いされていました。 l1本は1868年

から近代化にはいったと百われていますが，近代化6(）年

を経たあのころでさえ．—-部にはそれほど苦しい生活が

弥要されてい主した。近代化とばすぐ楽園がやってくる

ものではなく．迪：こ従来以上の苦難と努力とを痰求され

るものではないですか。戦後l」本が枇界ーといわれる経

済発li奴をしているといわれていますけれども，これは明

治や大正ll炉代の人々の苦しい努）］と科泊't(J）上に可能にな

ったのであるし，いやFl本人だけでなく，朝絆人や，あ

なにが／こ台祁3人，中国人に袋牲を強要して近代化が出来

たんです。これらの事実を労えれば，今中国が近代化の

ほんの入り口にはいったばかりで．それこそ毛沢東0)面

う「―•窮二1句」の状態；から始めたのであるから，どれほ

どの苦難を忍ばねばならないか想像できます。要：tそう

いう苦難を乗り越えて阻沿りをする闘志があるかないか

ということではないですか」。

Y氏「；とりゃ小品さん，部外渚の言うことだ。わた＜

しもアメリがこいるときは，同じような考えを持ってい

たし，限の将来につき強い確岱を持っていたんです。で

も現実があまり想像したこととかけ離れていて幻減を感

じたんです。小島さんも行っー（みればわかりますよ」。
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Y夫人「結局，小島さんは外国人の1恨から物を見てい

らっしゃる。中困人の苦しみはおわかりにならないです

ね」。

この対話の相手の中目人夫淡ほ，中学まで台粉iでll本

人教ffを受け後に国民党政府の科等学校教育を受けてか

ら，アメリカヘ留学して数学を専攻し，アメリカでしば

らく教戟についていたが，北京へ帰るつもりで香述に一

時滞在し， 60年の初め，一生を北京に送るべく一家全部

で北京へ引き掲げた（もちろん，かれにとっては，北京

は生まれてか・ら始めての地であった）。 JI) カ月の北京~I:·

活で酎えられなくなり，再び芥迷に出て1.lJ↓在は当地で

教戦；こついている人である。 • 

ここで）h1期にしたいのは，愛I莉の1’li！こ燃えた一•中困人

夫要が，いかにアメリカで悩み，北京に悩み，現在香泄

で悩んでいるかということではない。衣た中共政権の全

般またば科学政策をかれがいかに受けとめてきたかとい

うことでもない。さらに，ー！虻アメリカ．香迷のごとき生

活屈度の祁いijiで住んだことのある人が，建設の初期に

ある中朋に住むことがどんなに・苦しいものであるか，か

れらが北京へ引き掲げることによって，台蒋にいるかれ

らの両親，兄弟がいかに村）＼分にされたかなどを紹介し

ようとするものではない。あるい（,丸かれらの中共批判

が，いかなる観点からなされ，それが中共にと—)·c どん

なな淡をもっているのかまにその批判が中国政府の方針

とどんな関係にあるのかなどを検証しようとするもので

はない。［月姐としたいのは，ー外困人の布悩を見ながら，

「部外者」の立楊に立って，ここに：,ーりき上．げたいくつか

の問題に典味を‘iもぇ，自分と切り雌した関係のままで研

究しようとする研究主体の精神構澁そのものである。

II —一人の日本人の精神構沿

「あなたは結局外国人の1股から中国をみているんです

ょ．／」という慈味のY夫人のことばをlilいた蒋問，心の

中のすべてが崩れ去ってゆく思いだった。新しい中国の

価値体系とかれがそれまで脊った沼本主義社会の価値体

系との谷問にあって迷い続け，，どこでいかにして生きて

ゆくかを模索している中国人に対し，中国に何の生活の

場をもたない日本人である喰者が，中共の理論を使って

説得する，これは考えてみればいささか奇異である。も

しY夫妾に，中共の幹部か他の中同人が同じようなこと

を国って説得するとすれば，これは理のあることかもし

れない。なぜなら，中共の理論は，中共が長い苦難と経

験とをもって，自己の血と汗の中から組み出した理論で
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あり，かれらにとって生きた理論であるからだ。したが

って，かれらの説得には生命があると言えよう。これに

対し． 「部外芳」が， IKみtliす経験と努力を抜きにして

その理論を使ったとしたら，それは19]らかに形だけの借

)IIであり．実のないことばのやりとり以外の何物でもな

い。 1:1分でI.l：み出してないが故に．＊人にとって邸味の

ないLLL！論を振り・かざすとは，まったくのいわゆる客観主

義省だ。多分この発言の背後には，いつしか中国人と同

じ次元に生きているという無慈識の結党があったのかも

しれない。この錯位は．,~本人大衆の一人であるという

l'.!3もと中国人大衆の一人との述幣惑という形で出てきた

も0)であれば，錯‘itとして成り立たなくなるの1こ，ま....,

たくこれとは別個の，まさにそれとは逆(J)「超越主義者」

として出てきたところにt指此となるrh緑がある。

そこでわれわれはこの錯‘j心の来源を追究しなければな

らない。中岡は過去 l(l(）年に及ぶ外1甜帝国主義の悴取と

il汎辿を~,:;))で（•まね廊••}，近代化にはいったという認識。

さらに， n木とr|9|it1との過去の特殊な1対係から，過去の

11本の I！帷lに対する種々な人1h]としての罪，意識。このご．

つの認識は，もし研究主体と1J11.J4の大衆との述術惑，阻l

―lt]題から出発した態Iじを持つならば，鈷覚は錯党でな

く別の方向に進んでゆくであろう。

だが， 「客観主義者」はこの二つの認識＇なもつこと 1こ

よって，次の過程を経て，＇ l1国に投敬の念を持つように

なろう。すなわち，この認識のうえに，中国は将来巨人・

な発股をする可能性の認識が付け加わると， 「将来， r|I

困研究は色々な慈味でf9J要が出てくる」という打党が生

じ， 「努めて，中国のIt行い部分を郎かしい部分で覆い被

せる」という熊度がIJIてくる。すなわちこの投敬は権威

に脊りかかろうとする心理であり， 「中固研究の面淡が

出る」というのは，もっと実際的な実利を夢想する心理

を創り出す。すなわら，椛威主義と打符主義。両者が一

つの行勁の両側匝となって， Y夫妾との対話l•こみられる

ような「趙越主義」と「客観主義」を成立させる。これ

が，とりもなおさず，いつしか1:1木人でありながら，権

威をもつ側の中国人の論理を使いうるという錯箕を起こ

したのだ。これがY夫要への説得を試みさせた態庇の1村

祁であり，この態度にはY夫袋への同f{fもなければ， J¥I

分の問題の中で中国を見ようとする態度でもない。た忙

あるのが，将米「中国屋」さんになって，中国が何か一

つ新しいことを打ち出すたびに，それをネクにして生ぎ

てゆくという打符の心理が作用していたように思う。

この精神樅造から出発するならば，中共関係者にi'［接
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に会った際には，和1j解なほど低姿勢になって相手をぼ

める行珈こH:Iようし，逝(})楊合は逆の行効が出てこよう。

1煉，中国のI(,:命の認淡と必瑛ヤIiとを弥い愛国心に哀づ

けられて頷るある中岡人の友人の前では，低姿劣になっ

ていた自分を発見することがたびたびあったことを告白

しなければならない。またこのような種類の人間なら，

中共政府が存亡の危機にあるとし， f溝の困民党政府が

将来の中国の支配者になるだるうと大労が決まっている

と仮定（歴史（がこ将来大勢をおさめるというのではなく

ても）した場合，大骰からソ述へ留学し，台滴へ渡って

そこで内ii'iについてゆけず， 1."tt巷へII,1てきた人がいると

Lたら，多分，同一時、1.!、i., rルー場所で，「民1=＿」とか「1:1

,11 」とか「三民主義」とか「孫文先ii;•(1）正統派だ」}—か

いう底民党政府のことはを使って，；との中岡人に哨：人と

説得を試みるであろう。硬するに研究の主体と客休との

述術がなく，打n：主義と権威主義の上に乗っかって．中

同やアジアをみていた(/)である。

現在 11 本の r•I’1阿研究の中には，台誇の研究がほとんど

ない。 「1E；といわナtている1叶{,1:；t(/）「|lほど，台萄は無視

されている。この現象は，この消'i~l1t.'蒻'i といささかの関

係をも持たないであろうか。すなわも，中共側の対n外

交3即則を，いかなる形でも台約を語ることはクプーで

あると刑解しているふしがある。つまり櫛成をもっ名へ

叫咽自己の畏敬が，椛威のない布への無視となって現わ

れているらしい。洞ーの固、：ど様式から1li:（いるのだ。 ti

己の問題の中から中 ~I•1をみるならば，まさ tこ台狗の内1l'i

こそ十分1•こ研究され尽くさるぺきであろう。

9代名の中にみてきたこの精神構造は，欧米に劣等惑を

アジアヘ俊越感という過去に桁撤されてきたl1木人全体

の姿りりと類似しているように！はわれる。日本人仝休の思

考様式が，多少にせよこうした傾向をもつ理由は，日本

息位！の研究家に任社ねばならないが，ここではこれと関

述して，香港で見間したことを理解(/)一助としてつけ加

えたい。

靡墳珈成長の利:r,名の一部に汀じて”最近多くのn*
心パ海外に出る。 H 本の玄l•関先である呑池へは，旅行客
だけで日に平均70人が立好がる。そのうえ香池在住の邦

人は常lt!t65()人を下らない。そこで符港の硯地人と日木

人との接触があちこちにみられる(/)である。ある中国人

が，日本は大戦を経ることによって，いかなる籾神的な

改造，進歩をもたらしたかと問いつめてきた。その中国

人はアメリカの同籍をもつ学名で，祖屁Iに対して強い愛

四心を持ちながら，社会科学砂激している関係から中

円に入れられず，現在アメリカの某大学で巾I含IO)脳史：怜

よび教ff学を講じている。かれはある日，ある日本人と

バーティーに同！甜した。その場で，その l1本人がかれお

よびそのn木人の述れてきた中面婦人に対してとった態

疫から話が始生る。かれが一つ•••つ論述したその日木人

の態殷，行為（;)'.,i|びしすさ’てこうした文硲：しこ；りくこと

は殺し控えなければならない。かれは過去， nr|:1戦争

中，北京，天tit（こ住んだことがあり，戦後は復典liiiもな

い日木に中国政府要且として 2, 3年i{if在したことがあ

るらしい。そこで，かれは，過去の日木人の北京．天ì:lt

における態疲と例の E本人の態9皮を比I炎しつつ， 11本人

の！l．1名様式の暗い蔀分を問い詰めてきたQ いかに小さな

行為でも．その人の仝人格を表現するような場合はたび

たびあるものだ。それはi秤在（内にいつもその傾向をもっ

ていて，ある微妙な虹様・槻会にほっと飛び出す。 i紺外

での行勁も，この微妙な咲境や機会の•つと考えられよ

う。それはR本社会のluぶに見えない社会的拘束がすべて

なくなり，人1間が丸裸で，本人のi't(Eにおいてのみ行動

ができる閲境であるからだ。ももろんその小IJ.~人が非難

するような事態は，多くの日本人の中からみればわずか

かもしれないが，問期は1店の多少ではなくして，それが

l=J本人一般の麻り神HIii作を表現しているある典型．ではない

かということと，もしこり）仮定が成立す：It.l r.，それを作

り／IIしている日本の社会椙沿そ0)ものである。

戦後， n本のアジアにおける地位は「アジア新秩Jヤな

もたらす先l冷隊J から「アジアの一•H」という形で表現

されるようなものに変わってきた。軍要なのは，表現,~●

の間聡ではなく，むしがlf史関係バ祖輯舷りの柑J}晋であ

る。先に「その日本人の態疲・行為は， 1k々 しすぎで・・

…」などという惰者自身にも不明l朕なことばで表現L

た。批判の目的対象が当人の生活の楊である社会にある

がゆえに，大なり小なりの利也槻係をもつので，こんな

形で拙象的にしか表現できなかった。あるいは初めから

の喰者の論を推し進めれば，まさにこういう態裟こそ邪

者によって非隙さるべきものであり， ti己矛盾を感じ，

さらに自己嫌悪さを感じる。調在研究はこうした当事老

の利出関係をなくするような客設主筏に立って行なわれ

るならば，研究主体の悩みはなくなるQ たとえ，未文IJJ)

のlll奥へ行っても，まったくことばの通じない土地へ行

ったとしても，この方法はまった＜容易であろう。

III 地域研究のあり方

われわれ日本人は「アジアの一n」であると同時：こ，
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アジア語国民にとっては「部外者」であり「外国人」で

ある。「一n,であって，「i屈外者」である社会と，いか

なる1閲係を求めるべきであろうか。そしてその関係を求

めるための乱＇1J在研究｝まいかなる方法であるぺきか。

「まず現地の人々 のもえ力を卒『［（こ那解・せよlという

ことばがしばしば使われるが，｀・のことばは何事をも言

ってはいない。いかなる階級の人々の考えなのか。どん
．． 

なふうに理解するのか。理解すると！•まただ事実を知ると
いうだけなのか。

われわれの生活の場は，アジア地域とはlh1接的に結び

ついているだけで，われわれの生命とその根は日本社会

の中で保証されている。こうしたわれわれの一人が， 1・1

木から送金されながら香恕・こ糀在し（住みつくのではな

い），住trべき土地を失った中国人に相対するとしよう。

かれは国民党の脚敗を梢みつつも，共J)窃砂ーは相入れな

いで，香迷に住んでいるとしよう。かれにとって当！(Jiの

生活の場は香池以外にはありえない。もし芥梱こ新しい

7Jr・態が発生し，その地を追われるようなことになったと

すれば，円と民族を拾でC外匪に行くより仕方がなかろ

う。実際に香港：•こいる多くの金持ちはアメリカで生活を

築くことを計画している。外国へ行かれる人はいいとし

て，香池より出られない人は．この地に住み府く以外に

方法はないのである。こうした中国人のかれの心{{fを，

暫時の 1,2 年だけ滞在しているわれわれの••••人が［客蜆

主義」と「赳越屯汲」とは}JI]に，いかなる理解のfI：方が

できようか。同様に， 100年の帝i司茫筏1'iの圧政と残虎

を経険し， 「一窮二内jの状娘から！悦け1iiそうとしてい

る民族の心が，すでに麻所得者となって外祁から生活の

姐をもらっている一人の「部外者」は．いかにしたらJll!

解できるのであろうか；呑湘政庁から 6カ）］り1位の居住

証明因をもらう。金は外部からもらう。人の旧へ客人と

してはいりこむ。主人の合乏なのをよそに， J・3(J）れは外

に椋を頼りつつ，その家から出られない主人を左うちわ

で批判する。いや批判する当人は左うちわとば息ってい

ないかもしれないが，．I(r.や汗を流してきている主人にと

っては「左うちわ」ど．見えるのである。あるアメリカ人

の友人が，•まもなく香迷を去って屈国しようとしていた

ときだ。台籾涌峡のス行きが危しくなってきた。その友

人いわく， 「ぽくたちが帰りに台約へ寄って，ぁそこの，．

研究沢料をみる問だけでも，ケネディは台滴政府に戦争

をしかけることをやめさせてもらわなくては...…」。もし

このこと；れを台湾人が聞いたらどう感じるか。その友人

のことば9ま，淵を外から保証されながら主人を批評する
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客人の態殷を象徴的IC示している。もしや僚者が同じ位

骰にli1かれていたら．多分同じように考え行勁しただる

うと思うと氣が沈んでこざるをえない。これが中国（ア

ジア）をfl！解しようとする「部外―行」の考え方なのだ。

件地には難民と言われる中国人が多数いる。かれらに

対して香泄致庁はもちろん，アメリカを中心とするいく

つかの宗教団体や名杯’斜l.t僑が援助を淡し仲べている。し

かし．援助供与者側は「難民」とはまったくちがったリ1

の Kのすばらしい凪衆の眺閉できる場所に，来部な生活

を送る。もしや香瑯こ一且．ことあれば，たとえば水がな

くなったとか，コレラが大流行したとかなんらかの生活

の危機が訪れたとすれば．おそらく注っさきに生活問の

ある所へ引き揚げるであろう。使(t民の発生や代困の発生

は， まさに生旅活動をi随盤に持つ生活の場がないことか

ら起こる。革命の動機もここにあ，，，たように息われる。

ある金を施す行為は i~クいものではあるが， I-l:旅活動の楊

を保iiT:する行為には及ばない。だからといって食1こ科l

ぇ，寒さtこ謀えろ人に援助を行なうことは無窓味である

というのではない。客人の主人J!ll解はほト．んど不可能で

あると言いたいのである。
．． 

ことばが堪能であることも少しも3|！餅を助けない。 1年

い愛困心に燃えた研究右が，僚．名に Fl木人は祖tこどうし

て「支那 1ということばを用いるのであ7っうかど指摘し

てきた。これはかれが多くの E本人と会合した後の発日

である。本来このことばの中には， r|淋1人にとってfnJも

屈淋（Iりな慈味ははいっていなかった。 l]中戦争を経るこ

とによってこのことばにある窪味が付与され，それがr|I

国人の心測にある愁俯をもたらすようになった。その研

究者の指摘以後，このことばに饂1こ神経釣こなり， 1:1

本人に対してはそのことばをいかなる惑じ方で使ってい

るか中回人に対してはどういう癌じで受けとめるかを折

あるごとに問うてみた。その結果，使用ナる側のn本人

はほとんど特別な1対心をもっていないことを発見し．「r|9

国」ということは’より「支邦」のぼうがはるかに多いルii

度で使用されていることを発見した。年齢的に苫えば．

27,28歳を境にして，上が「支那」，下が「中国」をより

多く使用する。．11]＜ぽうの中国人は， 「右」も「カ：：」も

「中立」もない，すぺてが悪感をi！せすという返事であっ

た。もっともある人は「あなたたち若い人には近任がな

いのだから」といって無理！こ弁解をつけ1JTIえてはくれた

が。また同じ中i系人が，外困人としてはめずらしいくら

い美しい北京語を操る円木人の中国語を，まだ「和詮」

とか「中 F.i親並」とかいうことばを用いるほど古い中困
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』•Iらかれの中圏語はI•砂刺すと評していた。新しいt|．I

国語でなら，「和睦」は［友，i1•t」, 「中「！親咎」なら「中

H友好」となる0)であるう。以上のことから，ことば(})

Ili米，不出来は，他民族を狸解•するか否かとはまった＜

郷晦であることが知られよう。

学iHlで平常再われることtこ「事物を客観的：.:.J!I！解する」

ということばがある。これとこれ祖で立，征してきに「経

験のない者は経険のある5行を鳴I！解する沢格がない」とい

うこととはいかなる収）係をもつか。忠実に相手のオ；.張す

ることをl1本語で謀、沢しても，・「'’ll：物を客観的に理解す

る」ことにはならない。これはたとえば， 「山 1という

ことばをIjllいて， l］本人ならあ()):ll：邪なi;i:kや煤発に忙

しい浅It1l山を思い！llすのに対し，スイス人ならいつもせi°

1こ殺われた険しいモンプランを，そしてネバール人なも

険しくをとり立つ L:マラ ‘¥'(J）辿條を，息いIllすのとliilじ

理由からである。すべての概念規｝とは，｝椛史上t)請粍験

をふまえたうえで使われている (J)である。これも一v:)(J）

例であるが，ヽ IIJし：の政治理諭(/)中によく用いられること

ば「民主！i: 中」を，中共の炎文版では， demo~ralic

cenlraliら1Ilと訳されている。この釈について，イギリス

人の友人が， democrutic centralismとはまった＜熊：む

味だ。どう解釈してよいかわからないと災，；役を1|lしたて

た。弁証法的な思考様式をもたない人であれば，当然(/)

疑lli)かもしれないが，かれにとって1丸 「民主」と「集

中」とが並列iこ並ぺられてしまい， 「民主」は「49lt!

があるからこそ存在するという論理がわからないらし

い。おそらくこれは，長い',t命斗争の中から党の組織論

として成立してきた過程を知らないかぎり，；と(J)、.g，味す

ることばの内容はわからないであろう。要するに「事物

を客観的に理解する J ことはまった＜・イ~11f能なことであ

るということがわかる。

先：こ「客観主必老」 「超越主滋ii」(}汁，’i神梢造が祁俎

的姐此から分析された。今ここでは， 「4屯物を客観的に

暉しよう」とする態腐すなわち他作l•他民族の ili（1れ
体系をそのままの形で理解しようとする艇度は，始めか

ら不可能性を追い求めることだと結論した。

そこでわれわれが、t:1句する方法9•ま，研究主{4況滋淑と
研究客体の大知塩識と結びつけることによって，研究

の素材が選ばれ，研究がなされるというものである。こと

ばを換えて言えば自己の／tl}w,あるいは自分なとりまく

社会のIt関すなわち日本の1問題の中からのみ研究客体

噂題とされるべきであるということにほかならない。
そしてこの自己の問題・ l:1本の問題は，われわれの日常

の生活実践，生産活珈Jの実践の中からだけ，認識される

も(J)である。

例な拾ってみよう。 4嘩l研究に19.Iしてはわれわれは多

くの労作をも.,.)が， 19:M)年代に限ってみると，「部外者J

の研究家の作，品で中国を本当口理解していたと、思われる

0)¥・:.t．．スメドレーとスノーであろう。かれらは共施主義

？打でもなかったし，東洋人でもなかったが，かれらの当

時描き出した中国が，、ものまま正しいli1i虹）検証を受け

..（いる1I次 tてみるとき， 1地城(J.)大衆の慈、識 1を見抜く

かれらのItJ題ぶ．f．ii1沿とその方法に，多分；こ教えられるとこ

ろがある(/)である。スメドレーの場合を考えてみよう。

彼女ぱ朱徳砂＇．＇ iいているが，如）ところ，朱邸が偶然と

り上げられたにすぎないのであって，｝,';J悠米や劉少奇で

もよかったし，極端に苗えば，八路軍の一兵士が取り上

げられ．．Cもよかったろう。朱御・よただの索材として取り

扱われ，；e(l）索村(})中に，スメドレー(/)i!！J逍自身がiiltら

れている0)である。研究主（本としての彼女の；な，淡と，研究

客体である朱iti．および朱徳を1l:．み11}した社会(/))渇との意

ii磁とが，接介、’・1.~を見いだして，古典となりうるような中

固理解ができえたものと思われる。もし研究上（本が，自

己の生括尖践•生旅活動の実践からつかみ出した1}！l辿お

よび：1・ぶ識が，研究客体である中国人大衆，アジア語国民

0)',0:識とかけ離れているならば，その研究者は，もはや

この地域の研究もたるft格を失なうも（/）と思われる。そ

してやがて「超述主孜者」や「客観主汲者Jへと転落し

てゆくであるう。過去の日本の西ヨーロッパから「学ぷ」

という態疫を引き映しても，アジアの理解に1ま役だつま

い。地域研究の具体的なテーマは，この線に沿って設定

され，それにふさわしい方法論がJTiいられよう。ある地

域や）I.~｛駅では，，思想方而から物を見るほうが有効な扮合

もあるうし，．らがった地域や時代では，経済学や社会学

の方iftから接近することが1:1(1りにかなうかもしれない。

それは研究渚0)能力と1月心によって決まってくるである

ぅc

以上の小論からの結泊として，次の三つが得られる。

(1) 地J戌研究主体は，まず自己())梢神樅迎へのきびし

い反省が必嬰であること。

(2) そ叫i'i•hl1・構造を生み出してくる社会の1f尿に 1臥が

tl：がれるべきこと。

{:{) この中から自己の間辿を引き出し，それを通して

地域の研究客体および研究月的を設定すること。

冷論ではもっとも直要な自己の問題．日本のItJ題につ

いては何も述ぺられていない。ただそ・の発見への糸口と

して;!1かれたものにすぎない。

（アジア経済研究所濶柱研究部第 1謳l究室）
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